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1. はじめに 
日本における外国人居住者が首都圏を中心

に外国人居住者が増加し，全国各地に広がって

いる。また，一時的な単身世帯から長期的な家

族定住へと変化していると言われている。そこ

で，よりよい共生の姿を模索していくことが必

要である。人口減っている日本では，外国人が

定住し，快適に暮らす環境を整えていくべきで

あると考える。 

 将来的に外国人との共生を目指すためには，

外国人居住者が増加している地域での実態を

把握し，共生への取り組みをより良いものにし

ていくことが必要である。 

 本研究では，都心近郊を中心に住民が集積し

ている地域もあり，過疎地を含む地域性が多様

な千葉県の中で，千葉県北西部周辺を対象に外

国人居住の実態を明らかにすることを目的と

する。 

 

2. 外国人居住者の流入の流れ 
 千葉県における外国人数は167，175人（令

和2年6月末集計）で，東日本大震災により一度

減少したものの各外国人に対する施策に合わ

せ増加しており，県に占める割合は2.66％とな

っている。 
 

表1 千葉県における外国人数の推移 １） 

 
 

3. 千葉県北西部における外国人数 
 千葉県北西部は，東京に隣接し都心への公共

交通機関が充実し，一方で自然豊かな居住環境

も有しているが，外国人居住者は都心への距離

に必ずしも比例しているといえず，国籍や地域

性によって交通の便に関わらず，外国人数が多

い地域が見られる。 
 

表2 千葉県北西部における12か国の国籍別

在留外国人数 令和3年10月末集計 2） 

 

4. 千葉県北西部の外国人へのヒアリン

グ調査 
今回は千葉県美浜区でヒアリング調査を行

い，5人の外国人居住者の協力が得られた。 

5－1 調査対象者の概要(表3) 

 3人が20代で，30代が2人であり，来日年数が

5年以上が3人，5年未満が2人となっており全

員が留学を目的に来日している。現在の職業は

2人が学生であり，事務，主婦，無回答だが上

野で働く調査対象者が1人ずつであった。日本

国内で引っ越しをし，母国に帰る予定がない人

が多く，日本で結婚をしている人もいる為，定

住思考が高い。 

5－2 日本での生活状況(表4) 

 日本語でのコミュニケーションは，4人が比

較的に得意，来日年数が1年未満である1人が少

し苦手であり，日本に来たことを理由に積極的

に日本語でのコミュニケーションをする人は，

3人であり，友人とはするが1人，主婦のためし

ていないが1人であった。日常生活で必要なこ

と知る場所は，インターネットと友人が同数で

あり，千葉で洪水や近年の地震被害の経験もな

く，現状では困っている様子はない。平日は仕

事や家事，学業をそれぞれ行っており，休日は，

「車で出かける」「家族で公園に行く」「家で
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ゆっくりする」「友人と遊んだり自転車で出か

ける」「友人と遊ぶ」というように4人が自宅

外に出ている。 

5－3 日本での居住状況(表5) 

 住居を探した方法は，以前の住居を含め，イ

ンターネットが3人でそのうちの1人が会社の

宿舎，もう1人がUR注1），友人の紹介が1人，自

身が経営している会社の不動産サイトが1人で

ある。来日当初の住むまでに苦労したことは，

手続きが2人言語が2人，日本の壁が母国に比べ

薄いが1人であり，外国人入居可の物件を検索

するが，入居者対応時の日本語での手続きが困

難であったことが想定される。現在の住居を選

んだ理由は，職場が近い会社の宿舎，住みやす

さと幼稚園やスーパーが近い，妻の職場が近い，

学校が近い友人の紹介，学校が近いであり，職

場や学校に近い居住地を選択している。 

現在の居住地が住みやすいかは，「住みやす

い」が3人，「住みにくい」が1人，「どちらで

もない」が1人で，住みやすいところは，「住宅

街で静か」「買い物先が近い」「公園，海があ

る」「遊び先，買い物先が近い，電車が安い」

が挙げられ，住みにくいところは，「電車交通

が不便」「隣人がうるさい」「友人がいない，

交通費が高い，近くに飲食店がない」が挙げら

れた。 

知らないことがあり，困ったときにどこで調

べるかは，「インターネット」が4人，「友人

が1人」であった。 

5－4 日本での生活範囲(表6) 

 表6①の調査対象者は，自宅と同じ駅周辺に

職場と買い物先があり，平日は自宅と職場を生

活範囲とし，休日は車で数時間移動し，東京や

神奈川に出かけ，生活範囲を広げている。③の

調査対象者は，自宅と同じ駅周辺に買い物先の

みがあり，平日は自宅と電車で1時間程度移動

した職場を生活範囲とし，休日は「自宅で妻と

ゆっくりする」生活範囲は狭くなっている。 

 

5. まとめ 
 本論では，千葉県北西部における外国人居住

者は，留学後，日本で就職し日本国内で，定住

している傾向がある。住みやすさだけでなく交

通の便を考え職場を中心に生活している可能

性がある。今後は，外国人労働者の調査を中心

に進めていく必要がある。 

 
注釈 

注1）「UR」はUR賃貸住宅を略した言葉とする。 
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